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を
か
け
、
無
事
帰
国
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
き
た
。
家
族
全

員
が
こ
の
朗
報
に
沸
い
た
。（
安
河
内
隆
介
『
父
と
子
―
日

米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十
年
』
よ
り
引
用
）

　

四
四
二
部
隊
（
正
式
に
は
「
第
四
四
二
連
隊
戦
闘
団
」）

は
日
系
人
で
組
織
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
送
ら
れ
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
軍
、
イ
タ
リ
ア
軍
と
交
戦
し
て
い
ま
す
。
当

初
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
日
系
人
二
世
で
組
織
さ
れ
た
の
は

第
一
〇
〇
大
隊
で
、
そ
の
上
部
に
連
隊
を
持
た
な
い
独
立
し

た
部
隊
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ハ
ワ
イ
出
身
の
約

一
四
〇
〇
人
が
属
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
四
四
二
部
隊
は

志
願
兵
か
ら
成
り
、
ハ
ワ
イ
か
ら
二
六
〇
〇
人
、
米
本
土
で

八
〇
〇
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
（
当
然
な
が
ら
、
後
に
補
充

さ
れ
て
い
き
ま
す
）。
四
四
二
部
隊
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到
着

す
る
と
、
傘
下
の
一
大
隊
と
し
て
第
一
〇
〇
大
隊
も
繰
り
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

四
四
二
部
隊
は
敵
国
人
と
し
て
収
容
所
に
送
ら
れ
た
日
系

人
か
ら
募
兵
し
た
も
の
で
、
応
募
し
た
人
た
ち
は
真
の
ア
メ

リ
カ
人
と
し
て
の
忠
誠
心
を
示
し
、
勇
敢
に
戦
う
こ
と
で
、

収
容
所
の
家
族
を
助
け
た
い
と
い
う
強
い
動
機
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
二
世
は
英
語
し
か
理
解
で
き
な
い

人
が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
多
く
の
犠
牲
を
払
う
こ
と

で
、「
米
国
陸
軍
史
上
最
強
の
部
隊
」
と
栄
誉
を
称
え
ら
れ

ま
し
た
。
日
系
人
に
対
す
る
差
別
意
識
の
克
服
に
貢
献
し
た

と
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
世
部
隊
」
と
い
う
映
画
の
解
説
（
昭
和
二
十
六
年
）

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

を
引
用
す
る
と
、

　

日
本
人
を
祖
先
と
す
る
二
世
の
志
願
者
に
よ
っ
て
編
成
さ

れ
た
第
四
四
二
部
隊
は
、
ヴ
オ
ル
タ
ー
ノ
河
、
ラ
ピ
ド
ー
河
、

カ
ッ
シ
ノ
、
ア
ン
ツ
イ
ヲ
、
ビ
ー
チ
ヘ
ッ
ド
、
一
四
〇
高

地
、
ベ
ル
ヴ
ェ
ー
デ
、
ル
シ
ア
ナ
、
レ
グ
ホ
ー
ン
、
ア
ル
ノ

河
、
南
仏
戦
線
ブ
リ
エ
ー
、
マ
リ
テ
イ
ム
・
ア
ル
プ
ス
、
ラ
・

ス
ペ
ツ
ィ
ア
、
マ
ッ
サ
、
カ
ラ
ラ
、
ゼ
ノ
ア
と
各
地
を
転
戦
、

そ
の
勇
名
を
轟
か
し
た
が
、
就な

か
ん
ず
く中

北
仏
戦
線
に
於
い
て
の
敵

の
重
囲
下
に
陥
っ
た
テ
キ
サ
ス
連
隊
（
…
後
の
引
用
で
は
テ

キ
サ
ス
大
隊
）
の
救
出
は
、
殆
ど
自
殺
的
行
為
だ
と
全
世
界

の
舌
を
捲
か
せ
た
程
の
死
闘
振
り
で
あ
っ
た
。

　

大
統
領
の
感
状
七
、
パ
ー
プ
ル
・
ハ
ー
ツ
（
戦
傷
者
功
労

章
）
七
千
、
勲
章
九
千
余
を
授
け
ら
れ
て
い
る
代
り
に
、
最

初
の
四
ケ
月
の
戦
闘
で
、
部
隊
定
員
の
実
に
三
倍
の
損
害
を

受
け
て
い
る
。
次
か
ら
次
へ
と
戦
死
傷
者
が
続
出
し
、
あ
と

か
ら
あ
と
か
ら
と
人
員
が
補
充
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
で
戦
闘
に
参
加
し
、

　

テ
キ
サ
ス
大
隊
の
二
一
一
名
を
救
出
す
る
た
め
に
、
第

四
四
二
連
隊
戦
闘
団
の
二
一
六
人
が
戦
死
し
、
六
〇
〇
人
以

上
が
手
足
を
失
う
等
の
重
傷
を
負
っ
た
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
の
引
用
）。

二
〇
一
〇
年
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
四
四
二
部
隊
に
米
国
の
最

高
位
の
勲
章
を
贈
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
、
日
本
海
軍
は

ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
米
太
平
洋
艦
隊
を
奇
襲
攻
撃
し
ま
し
た
。

日
付
変
更
線
の
向
こ
う
側
（
東
側
）
の
こ
と
で
、
現
地
で
は

十
二
月
七
日
で
す
。

　

こ
の
時
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
は
戦
後
生
ま
れ
の
私
で
も
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、
何
度
も
聞
い
て

耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
採
録
し
て
み
ま
す
。
音
声
と
書
き

起
こ
し
た
文
章
が
あ
り
ま
す
が
、
書
き
起
こ
し
に
は
誤
り
が

あ
る
の
で
、音
声
に
よ
っ
て
修
正
し
ま
し
た
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
早
口
で
、
独
特
の
抑
揚
も
あ
い
ま
っ
て
、
緊
迫
感
が
一
層

増
し
て
き
ま
す
。
前
後
に
軍
歌
の
演
奏
、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
を

知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
音
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

手
に
開
戦
し
た
の
で
す
。

　

西
海
岸
に
住
む
日
系
人
が
ス
パ
イ
、
あ
る
い
は
破
壊
工
作

に
従
事
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
真
珠
湾
攻
撃
の

そ
の
日
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
日
系
人
の
指
導
者
数
十
名
を
拘
束
し
ま

し
た
。
残
っ
た
人
々
も
居
住
地
か
ら
五
マ
イ
ル
（
約
八
㌖
）

以
上
離
れ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
系
人
が
西
海
岸

か
ら
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
る
の
は
翌
年
四
月
。
あ
る
者

は
収
容
所
（
鉄
条
網
に
囲
ま
れ
て
い
た
）
に
送
ら
れ
、
あ
る

者
は
内
陸
部
の
転
住
地
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
・
須
恵
町
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
移
民
、
安
河
内
家
・

原
田
家
の
人
た
ち
の
生
活
も
暗
転
し
ま
し
た
。
安
河
内
家
の

当
主
喜き

三そ
う

と
次
男
泰
介
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
軍

の
収
容
所
に
使
わ
れ
て
い
た
施
設
に
送
り
込
ま
れ
、
三
男
正

象
は
残
っ
た
家
族
と
と
も
に
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ボ
ス
ト
ン
転

住
地
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
喜
三
が
家
族
と
合
流
し
た
と
き
、

入
れ
違
い
に
正
象
が
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
連
行
さ
れ
る
な
ど
、
苦
難
に

満
ち
た
運
命
に
陥
っ
た
の
で
し
た
。
泰
介
が
許
さ
れ
て
、
転

住
地
を
出
た
の
は
昭
和
二
十
年
五
月
、
家
族
全
員
が
も
ど
っ

た
の
は
八
月
初
め
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
間
、
四
男
守
夫
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
卒
）
は
兵

役
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

　

兵
役
に
あ
っ
た
末
弟
の
守
夫
は
、
日
系
兵
士
で
編
成
さ
れ
、

そ
の
勇
敢
な
戦
歴
で
名
を
馳
せ
た
四ヨ

ン

四ヨ
ン

二ニ

部
隊
の
五
二
二
野

砲
大
隊
の
兵
士
と
し
て
奮
戦
し
て
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
が
降
伏
し
た
の
で
除
隊
と
な
り
、
一
九
四
五
年
七
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
に
凱
旋
、
上
陸
し
、
喜
三
に
長
距
離
電
話

　
（「
海
ゆ
か
ば
」
演
奏
）

　
（
チ
ャ
イ
ム
音
）
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
、
臨

時
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
本
営
陸
海
軍
部
、
十
二

月
八
日
午
前
六
時
発
表
。

　

※
帝
国
陸
海
軍
は
今こ

ん

八
日
未
明
、
西
太
平
洋
に
お
い
て
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
戦
闘
状
態
に
入い

れ
り
。（
※
繰
り

返
し
）

　
（
チ
ャ
イ
ム
音
）
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
、
臨

時
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
。
帝
国
海
軍
は
ハ
ワ
イ
方
面

の
ア
メ
リ
カ
艦
隊
、
な
ら
び
に
航
空
兵
力
に
対
し
、
決
死
の

大
空
襲
を
敢
行
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
そ
の
他
を
も
大
爆
撃
し

ま
し
た
。
大
本
営
海
軍
部
今
日
午
後
一
時
発
表
。

【
一
】
帝
国
海
軍
は
本
八
日
未
明
、
ハ
ワ
イ
方
面
の
ア
メ
リ

カ
艦
隊
な
ら
び
に
航
空
兵
力
に
対
し
決
死
の
大
空
襲
を
敢
行

せ
り
。

【
二
】
帝
国
海
軍
は
本
八
日
未
明
、
上
海
に
お
い
て
イ
ギ
リ

ス
砲
艦
ぺ
ト
レ
ル
号
を
撃
沈
せ
り
。
ア
メ
リ
カ
砲
艦
ウ
ェ
ー

ク
号
は
同
時
刻
我
に
降
伏
せ
り
。

【
三
】
帝
国
海
軍
は
本
八
日
未
明
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
爆
撃

し
て
大
な
る
戦
果
を
お
さ
め
た
り
。

【
四
】
帝
国
海
軍
は
本
八
日
早
朝
、
ダ
ヴ
ァ
オ
、
ウ
ェ
ー
ク
、

グ
ァ
ム
の
敵
軍
事
施
設
を
爆
撃
せ
り
。

（「
軍
艦
マ
ー
チ
」
演
奏
）

　

す
で
に
大
陸
で
は
、
満
州
事
変
が
昭
和
六
年
に
勃
発
、
昭

和
十
二
年
に
は
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事
件
に
よ
っ
て
本
格
的
な
日
中
戦
争

へ
と
戦
火
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
の
対
米
英

開
戦
に
よ
っ
て
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
十
二
月
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
領
マ
レ
ー

半
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
日
本
軍
の
奇
襲
攻
撃
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
は
中
国
で
終
わ
り
の
見
え
な

い
戦
争
を
戦
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
植
民
地
と
し
て
い
た
）
を
相
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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り




